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（
一
）

江
戸
時
代
の
高
山
寺
僧
⽛
永
辨
⽜
に
つ
い
て

徳

永

良

次

一
京
都
の
古
刹
高
山
寺
は
、
明
恵
上
人
が
神
護
寺
の
別
所
で
あ
っ

た
十
無
盡
院
の
地
を
後
鳥
羽
上
皇
か
ら
賜
り
、
華
厳
・
真
言
兼
学

の
寺
院
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
た
。
高
山
寺
に
お
け
る
活
動
に
つ
い

て
は
、
草
創
期
の
鎌
倉
時
代
に
関
し
て
は
、
相
当
程
度
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
室
町
時
代
以
降
、
次
第
に
自
然

災
害
や
戦
乱
を
受
け
荒
廃
し
て
い
っ
た
た
め
、
中
世
以
降
の
活
動

に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
今
な
お
未
解
明
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
明
治
期
に
入
り
、
廃
仏
毀
釈
の
混

乱
を
避
け
、
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
機
運

を
受
け
、よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、

室
町
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
四
百
年
以
上
も
の
間
、
非
常
に
不

安
定
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
⽛
高
山
寺
代
々
記
⽜
と
称
さ
れ
る
、
寺
内
の
子

院
代
々
を
記
載
し
た
資
料
に
つ
い
て
検
討
・
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
（
注
一
）。
そ
の
中
の
十
無
盡
院
第
十
六
世
の
部
分
に
⽛
永
辨
⽜
と
僧
名

が
あ
り
、
そ
の
右
肩
に
⽛
中
興
⽜
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
別
に
三
尊
院
の
十
二
世
⽛
秀
融
⽜
に
も
⽛
中
興
⽜

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。⽛
中
興
⽜
と
あ
る
の
は
、
こ
の
二
名
の
み
で

あ
っ
て
、
い
つ
・
誰
が
・
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
名
称
を
冠
し
た
の

か
、
ま
た
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と

は
言
え
な
い
。
こ
の
二
名
の
僧
侶
共
に
、
先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど

触
れ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
人
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
永
辨
の
事

績
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
網
羅
的
な
紹
介
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
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な
く
、
近
世
高
山
寺
に
お
い
て
如
何
な
る
位
置
づ
け
に
あ
る
僧
侶

な
の
か
、
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と
考
え
、
ま
ず
は
そ

の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
寺
内
に
現
存
す
る
永
辨
に
関
す
る
資
料

を
可
能
な
限
り
取
り
上
げ
て
、
紹
介
・
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、

と
も
に
⽛
中
興
⽜
と
さ
れ
る
⽛
秀
融
⽜
に
関
し
て
は
、
現
状
で
は

資
料
が
見
当
た
ら
ず
、
後
日
、
別
途
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
江
戸
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
僧
と
高
山
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
の

研
究
で
管
見
に
入
っ
た
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
特

に
、
永
辨
に
関
し
て
直
接
言
及
し
て
い
る
資
料
を
優
先
し
て
紹
介

し
、
他
に
関
連
し
た
時
代
や
活
動
に
関
わ
る
論
考
も
触
れ
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

⚑

葉
上
照
澄
⽝
高
山
寺
（
注
二
）⽞

葉
上
師
は
、
明
恵
上
人
の
事
績
を
中
心
に
、
そ
の
後
の
高
山
寺

の
歴
史
に
つ
い
て
概
観
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
従
来
未
解
明
・
未

検
討
の
、
中
世
か
ら
近
世
の
歴
史
の
整
理
は
卓
越
し
た
も
の
で
あ

り
、
豊
富
な
高
山
寺
資
料
を
駆
使
し
て
一
般
の
読
者
層
に
も
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

中
世
、
特
に
応
仁
の
乱
以
降
に
お
け
る
高
山
寺
内
の
荒
廃
ぶ
り

に
つ
い
て
、
葉
上
師
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

十
無
盡
院
代
々
名
は
応
仁
頃
か
ら
消
え
、
慶
安
頃
（
一
六
四
八
）

か
ら
再
興
に
当
た
っ
た
中
興
十
六
代
永
弁
に
至
る
ま
で
二
百
年
余

の
断
絶
の
期
間
が
あ
る
。

東
坊
方
便
智
院
代
々
も
天
文
頃
で
消
え
、
最
後
の
二
代
は
三
尊

院
代
々
と
同
名
な
の
で
三
尊
院
と
合
併
又
は
断
絶
と
考
え
ら
れ

る
。
わ
ず
か
に
田
中
坊
善
財
院
、
尾
崎
坊
三
尊
院
、
山
本
坊
報
恩

院
、
宝
性
院
が
高
山
寺
最
悪
の
戦
国
時
代
を
連
綿
と
存
続
し
た
ら

し
い
。（⽝
高
山
寺
⽞
ｐ
113
）

波
線
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
永
辨
を
⽛
中
興
⽜
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
が
何
を
根
拠
に
し
た
も
の
か
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
筆
者

の
知
る
限
り
、
永
辨
を
中
興
と
記
す
資
料
は
、
村
上
素
道
⽝
栂
尾

山
高
山
寺
明
恵
上
人
⽞
記
載
の
⽛
代
々
記
⽜
し
か
な
い
（
注
三
）。
続
け
て

中
世
末
期
の
内
乱
が
引
き
起
こ
し
た
被
害
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ

う
に
記
述
す
る
。
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天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
七
月
、
細
川
晴
元
が
高
雄
を
攻
略

し
た
時
、
高
雄
の
伽
藍
と
共
に
高
山
寺
の
金
堂
・
十
三
重
塔
伽
藍

の
多
く
は
灰
燼
に
帰
し
、仏
像
等
の
貴
重
な
寺
宝
が
多
数
焼
失
し
、

わ
ず
か
に
石
水
院
・
御
廟
・
経
蔵
（
又
は
鎮
守
社
）・
仁
王
門
・
院

坊
三
坊
と
想
像
さ
れ
る
七
つ
の
建
物
が
残
存
し
た
。（
同
ｐ
113
）

次
に
、
近
世
に
お
け
る
高
山
寺
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
触
れ

る
。
本
稿
に
関
係
の
深
い
部
分
の
み
を
引
用
す
る
。

復
興
の
業
は
江
戸
初
期
の
寛
永
十
一
─
十
三
年
（
一
六
二
三
─

三
六
）、
秀
融
上
人
、
永
辨
上
人
等
に
よ
り
は
じ
め
ら
れ
、
金
堂
・

開
山
堂
が
復
興
を
見
た
。
こ
の
時
の
金
堂
が
現
在
の
金
堂
で
あ

る
。現

在
の
高
山
寺
金
堂
は
寛
永
年
間
、
仁
和
寺
覚
深
法
親
王
の
御

願
、
家
光
の
令
旨
を
も
っ
て
、
板
倉
周
防
守
の
奉
行
に
よ
り
仁
和

寺
古
御
堂
を
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。（
同
ｐ
114
）

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
幕
府
の
庇
護
に
よ
り
寛

永
年
間
に
復
興
の
業
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
中
心
と
な
っ
た

の
は
仁
和
寺
の
覚
深
法
親
王
と
顕
証
で
あ
る
。
覚
深
法
親
王
は
、

仁
和
寺
二
十
一
代
、
後
南
御
室
と
称
せ
ら
れ
る
。
高
山
寺
と
の
関

わ
り
は
、
寛
永
十
年
の
聖
教
の
整
理
と
目
録
の
整
備
が
あ
る
。
ま

た
、
翌
十
一
年
に
は
、
寺
内
外
の
措
置
に
関
す
る
⽛
高
山
寺
置
文
⽜

を
定
め
た
。

顕
証
は
一
五
九
七
年
生
ま
れ
で
仁
和
寺
心
蓮
院
の
ち
尊
寿
院
に

住
し
、
宥
厳
と
高
山
寺
菊
淵
か
ら
広
澤
流
を
承
け
、
そ
の
後
仁
和

寺
高
山
寺
の
寺
基
整
備
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
は
両
寺
の
聖
教
整
備

に
尽
力
し
た
（
注
四
）。
葉
上
師
は
、
覚
深
法
親
王
・
顕
証
と
秀
融
・
永
辨

と
が
、
高
山
寺
復
興
に
際
し
て
、
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、

具
体
的
な
事
実
・
資
料
等
ま
で
は
示
し
て
い
な
い
。

⚒

奥
田
勲
⽛
高
山
寺
経
蔵
の
室
町
・
江
戸
時
代
の
典
籍
に
つ
い

て
（
注
五
）⽜

こ
の
論
考
は
、
主
と
し
て
聖
教
文
書
等
の
典
籍
類
が
ど
の
よ
う

に
保
管
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
聖
教
目
録
を
網
羅

的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
室
町
時
代
文
明
年
間
に
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
⽝
方
便
智
院
聖
教
目
録
⽞（
旧
目
録
）
と
、

江
戸
時
代
寛
永
年
間
に
、
現
存
書
籍
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
た
⽝
方
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便
智
院
聖
教
目
録
⽞（
新
目
録
）
の
両
者
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
、

室
町
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
典
籍
が
お
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
覚
深
法
親
王
を
中
心
と
し

た
経
蔵
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
覚
深
法
親
王
の
残
し
た
⽛
仁
和

寺
宮
覚
深
法
親
王
高
山
寺
置
文
⽜
二
種
を
中
心
に
紹
介
し
、
こ
の

時
期
に
お
け
る
寺
内
経
蔵
と
典
籍
の
お
か
れ
た
状
況
を
論
じ
て
い

き
、
結
論
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

中
世
末
期
の
内
乱
的
な
状
況
は
、
古
代
・
中
世
を
通
し
て
形
成

さ
れ
て
来
た
有
形
・
無
形
の
文
化
的
遺
産
の
伝
承
を
大
き
く
阻
害

す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
高
山
寺
の
場
合
も
ま
さ
し
く
そ
れ

に
該
当
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
期
に
失
わ
れ
た
の
は
典
籍

文
書
の
大
き
な
部
分
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
典
籍

文
書
の
有
し
て
い
た
体
系
や
秩
序
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
江
戸

期
の
整
理
は
そ
れ
を
回
復
す
る
の
に
か
な
り
の
力
は
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
山

寺
の
典
籍
文
書
は
そ
の
後
の
関
係
者
の
護
持
に
よ
っ
て
、
主
要
な

部
分
は
き
わ
め
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。（
同
ｐ
140
）

⚓
⽝
方
便
智
院
聖
教
目
録
⽞（
新
目
録
）（
金
水
敏
⽛
方
便
智
院
聖

教
目
録
解
題
⽜、⽝
明
恵
上
人
資
料
第
四
⽞、東
京
大
学
出
版
会
、

1998
年
）

前
述
し
た
奥
田
氏
の
論
考
の
内
、
江
戸
時
代
寛
永
年
間
に
、
こ

の
時
点
で
現
存
し
て
い
た
聖
教
・
書
籍
を
保
管
・
整
理
す
る
た
め

作
成
し
た
⽝
方
便
智
院
聖
教
目
録
⽞（
新
目
録
）
に
つ
い
て
の
、
影

印
・
翻
刻
・
解
題
で
あ
る
。
金
水
氏
は
、
こ
の
中
で
書
誌
的
事
項
、

新
旧
目
録
間
で
の
比
較
、
さ
ら
に
は
方
便
智
院
本
の
性
格
と
成
立

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

高
山
寺
経
蔵
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
鎌
倉
時
代
の

草
創
期
に
作
成
さ
れ
た
目
録
と
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
聖
教
の
性

格
を
通
じ
た
研
究
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
初
め
て

江
戸
時
代
の
聖
教
目
録
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
の
検
討
が
お
こ
な

わ
れ
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

⚔

近
世
末
の
高
山
寺
僧
⽛
慧
友
⽜
の
事
績

江
戸
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
僧
の
研
究
は
、
慧
友
僧
護
を
外
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
慧
友
は
江
戸
時
代
末
期
に
高
山
寺
に
住
し
た

僧
侶
で
あ
る
が
、
膨
大
な
聖
教
類
に
そ
の
名
、
あ
る
い
は
書
き
入
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れ
な
ど
を
残
し
、
現
在
の
研
究
に
極
め
て
有
益
な
資
料
と
な
っ
て

い
る
。
慧
友
の
記
録
が
な
け
れ
ば
、
高
山
寺
草
創
期
に
お
け
る
活

動
が
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
事
項
も
非
常
に
多
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
慧
友
に
関
す
る
事
績
に
つ
い
て
の
研
究
は
非
常
に
少
な

い
。
近
年
に
な
っ
て
以
下
の
論
考
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

⚑
、
小
宮
俊
海
⽛
慧
友
僧
護
に
つ
い
て

─
高
山
寺
所
蔵
典
籍

文
書
に
基
づ
く
年
譜
資
料
─
（
注
六
）⽜

表
題
の
通
り
、
高
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
典
籍
文
書
や
、
そ

の
他
研
究
資
料
・
論
文
等
か
ら
、
慧
友
に
関
す
る
記
事
を
網
羅
的

に
調
査
し
年
譜
と
し
た
労
作
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
慧
友
の
高

山
寺
に
お
け
る
事
績
を
概
観
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

そ
れ
以
外
に
、
松
尾
芳
樹
⽛
六
角
堂
能
満
院
工
房
と
律
僧
憲
海
⽜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
2015
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
松
尾
氏
の
博

士
論
文
で
あ
り
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
の
博
士
学
位
論
文

と
し
て
氏
が
提
出
し
た
も
の
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
江

戸
時
代
末
期
の
六
角
堂
と
憲
海
と
い
う
僧
侶
に
つ
い
て
の
美
術
史

的
研
究
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
憲
海
と
関
わ
り
の
深
い
僧
侶
と
し

て
、
慧
友
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
憲
海
と
と
も
に
慧
友
の
高
山
寺
に

お
け
る
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

⚕

筆
者
に
よ
る
論
考

以
上
の
先
行
研
究
の
他
に
、
筆
者
は
、
中
世
・
近
世
の
高
山
寺

の
活
動
状
況
を
検
討
し
た
論
考
を
公
開
し
て
い
る
。

寺
内
子
院
で
あ
る
方
便
智
院
と
⽝
方
便
智
院
聖
教
目
録
⽞
の
関

係
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
聖
教
に
記
載
さ
れ
た
記
事
や
目
録
類
か

ら
定
量
的
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
、
聖
教
の
大
幅
な
減
少
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
に
か
け
て
方
便
智
院
聖
教
は
比
較
的

ま
と
ま
っ
た
形
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
（
注
七
）。他

に
、
江
戸
時
代
の
子
院
の
名
を
冠
し
た
聖
教
目
録
類
三
種
に

つ
い
て
、
翻
刻
と
書
誌
を
中
心
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

①
⽛⽝
高
山
寺
地
蔵
院
聖
教
目
録
⽞
に
つ
い
て
⽜（
平
成
二
十
四

年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
⽛
研
究
報
告
論
集
⽜、

2013
年
）

②
⽛⽝
高
山
寺
蔵
（
善
財
院
聖
教
）
目
録
⽞
に
つ
い
て
⽜（
平
成

二
十
五
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
⽛
研
究
報
告

論
集
⽜、
2014
年
）

③
⽛
高
山
寺
蔵
⽝
栂
尾
聖
教
目
録
⽞
に
つ
い
て
⽜（
平
成
二
十
六

年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
⽛
研
究
報
告
論
集
⽜、
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2015
年
）

先
の
⚑
に
も
紹
介
し
た
が
、
中
世
末
期
の
内
乱
を
経
た
高
山
寺

に
残
っ
た
僧
房
は
、
田
中
坊
善
財
院
（
地
蔵
院
）、
尾
崎
坊
三
尊
院

（
十
無
盡
院
）、
山
本
坊
報
恩
院
、
宝
性
院
な
ど
で
あ
り
、
他
の
由

緒
あ
る
塔
頭
名
は
資
料
を
辿
る
限
り
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も
、
地
蔵
院
は
中
世
末
期
か
ら
近
世

初
中
期
に
か
け
て
、
隆
盛
を
誇
っ
た
と
見
ら
れ
る
数
少
な
い
僧
房

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
聖
教
が
保
管
さ
れ
、

そ
の
目
録
も
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
現
存
資
料
か
ら
知
ら
れ

る
。
上
記
の
①
か
ら
③
は
、
そ
れ
ら
子
院
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

の
論
考
で
あ
る
。

ま
た
、⽛
持
戒
清
浄
印
信
⽜
と
い
う
資
料
を
通
し
て
、
中
世
か
ら

近
世
の
寺
内
子
院
と
、
そ
れ
を
代
々
相
承
し
た
僧
侶
に
関
し
て
検

討
し
た
論
考
も
公
開
し
て
い
る
。

④
⽛
持
戒
清
浄
印
信
⽜
の
写
本
と
そ
の
価
値
の
変
容
（
注
八
）

⽛
持
戒
清
浄
印
信
⽜
は
、
明
恵
上
人
が
紀
州
に
て
修
行
し
て
い
た

時
に
、
上
人
の
現
前
に
文
殊
菩
薩
が
現
れ
持
戒
清
浄
の
印
明
を
授

け
た
と
さ
れ
る
奇
瑞
を
、
代
々
の
僧
侶
が
相
承
し
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
代
々
の
相
承
が
特

に
中
世
後
期
に
盛
ん
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
か
け
て
次
第
に
そ
の

⽛
印
明
を
伝
授
す
る
⽜
と
い
う
、
そ
れ
自
体
に
権
威
性
を
帯
び
て
い

く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

三
上
述
し
た
と
お
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
高
山
寺
と
り
わ
け
僧

侶
の
事
績
に
つ
い
て
の
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
特
に
江
戸
初
期

の
高
山
寺
に
つ
い
て
は
、
寛
永
期
の
覚
深
法
親
王
・
顕
証
と
い
っ

た
仁
和
寺
の
僧
侶
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
見
た
、
高
山
寺
復
興
と

い
う
観
点
か
ら
し
か
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
部
資
料
等
に
⽛
中
興
⽜
と
記
載
さ
れ

た
永
辨
の
事
績
に
つ
い
て
、
高
山
寺
の
典
籍
文
書
を
網
羅
的
に
調

査
し
、
ま
た
、
管
見
に
入
っ
た
、
あ
る
い
は
新
発
見
の
資
料
も
含

め
て
、
以
下
年
表
形
式
で
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

本
稿
で
主
に
参
照
し
た
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⚑
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編⽝
高
山
寺
典
籍
文
書
目
録
⽞

第
一
～
四
、
索
引
、
完
結
篇

⚒
、
同
⽝
高
山
寺
古
文
書
⽞
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⚓
、
同
⽝
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
⽞

⚔
、
同
⽝
続
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
⽞

⚕
、
同
⽛
研
究
報
告
論
集
⽜
昭
和
五
十
六
年
度
～
現
在
ま
で
（
五

十
七
年
度
を
除
く
）

上
記
の
資
料
の
索
引
等
か
ら
永
辨
に
関
わ
る
記
述
が
含
ま
れ
る

資
料
を
抜
き
出
し
、
年
代
順
に
配
列
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
活
動
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
。

表
の
配
列
は
、
西
暦
・
和
暦
・
活
動
事
項
・
典
拠
資
料
・
所
在
・

備
考
・
書
写
年
代
と
し
、
永
辨
の
活
動
に
つ
い
て
、
い
つ
・
ど
こ

で
・（
誰
が
、
誰
に
）・
何
を
・
ど
う
し
た
か
、
と
い
う
事
項
に
つ

い
て
簡
略
に
示
す
こ
と
と
し
た
。
活
動
事
項
欄
の
大
ま
か
な
基
準

と
し
て
の
用
語
は
⽛
書
写
・
伝
授
（
伝
受
）・
作
成
・
場
所
⽜
な
ど

と
い
う
も
の
で
、特
に
伝
授
に
つ
い
て
は
、⽛
誰
が
誰
に
、ど
こ
で
⽜

と
い
う
部
分
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
簡
略
に
示
す
こ
と
と

す
る
。
備
考
欄
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
奥
書
・
年
齢
・
そ
の
他
、

補
足
す
べ
き
項
目
を
掲
げ
る
。

こ
れ
ら
資
料
は
、
筆
者
が
高
山
寺
に
お
い
て
可
能
な
限
り
原
本

調
査
も
実
施
し
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
な
お
遺

漏
の
虞
な
し
と
し
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。

西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1632
寛
永
九
年

喜
海
自
筆
本
を
書
写

高
山
寺
涅
槃
會
法
式

133
3

寛
永
九
年

1642
寛
永
十
九
年

書
写
。
伝
領
か
？

施
餓
抄

118
51

寬
永
十
九
年

1643
寛
永
二
十
年

書
写
。
さ
ら
に
正
保
四
年
心
蓮

院
経
蔵
本
を
以
っ
て
書
写

大
樂
金
剛
不
空
眞
實
三
摩
耶
經

般
若
波
羅
密
多
理
趣
品

36
5

寛
永
廿
年
十
月
一
日
書
了
／
栂
尾
陰
者

／
非
人
永
辨

正
保
四
年
三
月
六
日
以

心
蓮
院
経
蔵
／
本
寫
取
之
畢
金
剛
仏
子

永
辨

寛
永
二
十
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1644
寛
永
二
十
一
年

灌
頂
加
行
の
時
、
観
海
院
御
本

を
書
写

金
剛
界
次
第

95
34
3
朱
點（
ヲ
コ
ト
點
・
円
堂
點
、江
戸
初
期
）
寛
永
二
十
一
年

1644
寛
永
二
十
一
年

中
坊
経
蔵
本
を
書
写

表
白
神
分
等
十
八
道

95
34
5

寛
永
二
十
一
年

1644
寛
永
二
十
一
年

中
坊
徳
圓
之
房
屋
に
て
書
写

弘
法
大
師
七
十
二
箇
條
之
禁
制
112
59

寬
永
二
十
一
年

1644
寛
永
二
十
一
年

中
坊
経
蔵
本
を
書
写

十
八
道
念
誦
私
次
第

95
34
2
朱
點（
ヲ
コ
ト
點
・
円
堂
點
、江
戸
初
期
）
寛
永
二
十
一
年

1644
寛
永
二
十
一
年

書
写

羅
漢
供
祭
文

113
39

1644
寛
永
二
十
一
年

仁
和
寺
眞
光
院
本
を
書
写

護
摩
抄
池
上

79
89

此
抄
以
仁
和
寺
眞
光
院
本
書
写
之
了
／

寛
永
廿
一
年
十
一
月
九
日

金
剛
弟
子

永
弁
十九

寛
永
二
十
一
年

1644
寛
永
二
十
一
年

中
房
御
本
を
書
写

題
未
詳

156
13
19

寛
永
二
十
一
年

1644
寛
永
二
十
一
年
頃

槙
尾
に
て
聞
書

教
誡
新
學
比
丘
行
護
律
儀
聞
書
138
24

（
表
紙
）
永
辨

於
槙
尾
聞
之

江
戸
初
期

1645
正
保
二
年

中
坊
東
廊
に
て
顕
証
本
を
書
写
題
未
詳

154
93

江
戸
初
期

1645
正
保
二
年

高
山
寺
経
蔵
本
を
書
写

新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
巻
第
一

117
37
1

正
保
二
年
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1645
正
保
二
年

高
山
寺
経
蔵
本
を
書
写

新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
巻
第
二
・

巻
第
三

117
37
2

正
保
二
年

1646
正
保
三
年

閼
伽
井
坊
に
て
書
写

諸
流
通
物
傳
受
記

112
28

寬
政
六
年

1647
正
保
四
年

書
写

金
剛
峯
樓
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祗
經
1
32

于
時
正
保
四
年
正
月
廿
二
日
不
恥
悪
筆

書
写
之
了
金
剛
仏
子
永
辨

正
保
四
年

1647
正
保
四
年

虫
払
い
の
時
書
写
、
他
本
に
て

補
う

恒
例
行
業
次
第

88
11

石
水
院
修
理
時
期
不
明

正
保
四
年

1647
正
保
四
年

宥
厳
よ
り
伝
受

持
戒
清
浄
印
信

148
75
9

1647
正
保
四
年

顕
証
本
を
書
写

持
戒
清
浄
印
信

148
67

ヲ
コ
ト
點
・
円
堂
點

正
保
四
年

1647
正
保
四
年

渡
江
菴
に
て
書
写

金
師
子
章
光
顯
鈔
卷
上

119
31

正
保
四
年

1649
慶
安
二
年

随
心
院
御
門
御
本
を
校
合

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

金
師
子
章
光
顯
鈔
卷
下

119
32

江
戸
初
期

1650
慶
安
三
年

書
写

臨
終
大
事

110
11
2

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

伝
受

臨
終
大
事
（
傳
授
識
語
）

110
11
3

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

高
山
寺
閼
伽
井
坊
に
て
石
水
院

経
蔵
本
を
書
写

華
嚴
十
重
唯
識
義

119
11

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

十
無
盡
院
に
て
両
部
灌
頂
を
宥

厳
よ
り
伝
受

宥
嚴
授
與
許
可
印
信
受
者
永
辨

110
86
2

慶
安
三
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1650
慶
安
三
年

十
無
盡
院
に
て
伝
法
院
流
を
宥

厳
よ
り
伝
受

傳
法
院
流
諸
大
事
傳
受
記

91
17
2
（
巻
首
）
伝
法
院
流
諸
大
事
伝
受
記
受
法

下
資
永
辨
年
廿
五

夏
一
四
（
以
下
略
）

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

華
嚴
還
源
觀
科
二

119
39

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

虫
払
い
の
時
、
石
水
院
経
蔵
本

を
書
写

金
剛
界
神
秘

63
17

虫
払
之
次
以
石
水
院
経
蔵
御
本
／
寫
取

之
了
慶
安
三
年
六
月
日
／
沙
門
永
辨

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

虫
払
い
の
時
、
石
水
院
経
蔵
本

を
書
写

高
野
中
院
御
堂

112
18

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

法
住
庵
御
自
筆
本
を
書
写

大
通
法
類
聚
抄

84
28

寛
永
十
九
年
観
海
院
に
て
顕
証
が
書
写
、

慶
安
三
年
永
辨
が
書
写

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

顕
証
本
を
書
写

諸
尊
本
経
并
可
引
見
具
書
目
録
113
72

1650
慶
安
三
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

小
寶
螺
講
日
記

113
55

1650
慶
安
三
年

閼
伽
井
坊
に
て
、
顕
証
自
筆
本

を
書
写

傳
法
院
流
五
重
大
事
并
三
重
大

事
等
記

87
115
1

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

宥
厳
よ
り
伝
受

秘
密
傳
法
灌
頂
秘
印

110
85
3
⽛
大
師
⽜
ヨ
リ
⽛
兼
海
已
下
如
冂
流
⽜
ニ

至
ル
血
脉
ア
リ

慶
安
三
年

1650
慶
安
三
年

宥
厳
よ
り
伝
受

宥
嚴
授
與
許
可
印
信
受
者
永
辨

110
9

慶
安
三
年
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一
一
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江戸時代の高山寺僧⽛永辨⽜について（徳永）

1651
慶
安
四
年

渡
江
菴
参
詣
の
折
、
両
部
印
明

を
伝
受
・
書
写

二
翼

84
35

金
剛
資
永
辨
廿五

江
戸
初
期

1652
慶
安
五
年

閼
伽
井
坊
に
て
書
写

三
時
禮
釋

119
25

(安
カ
)

五
年
夏
比
閼
伽
井
房
／

之

了

沙
門
永
辨

江
戸
初
期

1652
慶
安
五
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

金
師
子
章
勘
文

119
27

慶
安
五
年

1653
承
応
二
年

石
水
院
の
仁
真
自
筆
本
を
書
写
文
永
六
年
灌
頂
記
廣
澤

112
47

承
応
二
年

1653
承
応
二
年

石
水
院
経
蔵
の
定
真
本
を
書
写
光
明
眞
言
加
持
土
沙
義

118
64

承
応
二
年

1653
承
応
二
年

顕
証
自
筆
本
を
書
写

菩
提
心
論
科
文

127
39

承
応
二
年

1653
承
応
二
年

中
坊
本
を
書
写

菩
提
心
論
異
本

菩
提
心
論
愚
疑
（
二
書
合
册
）
127
7

承
応
二
年

1653
承
応
二
年

三
尊
院
宏
盛
か
ら
顕
証
が
伝
受

さ
れ
た
も
の
を
書
写

廣
澤
傳
受
私
記
保

112
46

金
剛
仏
子
永
辨
／
歳
廿
八

承
応
二
年

1654
承
応
三
年

閼
伽
井
坊
で
石
水
院
経
蔵
本
を

書
写
、
校
合

菩
薩
戒
本
持
犯
要
記

138
22

（
朱
書
）
同
七
月
十
八
日
點
之
了
／
一
校

了

承
応
三
年

1654
承
応
三
年

顕
証
自
筆
本
を
書
写
。
二
九
日

よ
り
求
聞
持
法
を
始
む

求
聞
持
法

求
聞
持
次
第
御
作

76
34

承
応
三
年

1654
承
応
三
年

顕
証
自
筆
本
を
書
写
。
二
九
日

よ
り
求
聞
持
法
を
始
む

求
聞
持
法

77
30

承
応
三
甲午
年
七
月
廿
五
日
顕
証
師
自
筆

之
本
寫
之
了
同
自
廿
九
日
聞
持
始
行
之

金
剛
仏
子
永
辨
二
十
九
歳

承
応
三
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1654
承
応
三
年

求
聞
持
法
修
行
中
、
渡
江
菴
に

て
顕
証
自
筆
本
を
書
写

虚
空
藏
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心

陁
羅
尼
次
第

61
31

承
応
三
甲
午
年
七
月
晦
日
求
聞
持
修
行

中
以
顕
証
自
筆
本
於
渡
江
菴
寫
書
之
了

沙
門
永
辨
廿
九

承
応
三
年

1654
承
応
三
年

顕
証
自
筆
本
を
書
写
。
廿
九
日

よ
り
求
聞
持
法
の
行
を
始
む

求
聞
持
法

111
100

江
戸
末
期

1654
承
応
三
年

渡
江
菴
に
て
顕
証
本
を
書
写

虡
空
藏
求
聞
持
次
第

137
10

承
応
三
年

1655
承
応
四
年

仁
和
寺
天
供
行
の
時
書
写

浴
像
作
法

90
14
6

承
応
四
年

1655
明
暦
元
年

東
大
寺
四
聖
坊
で
琳
弁
が
書
写

し
た
も
の
に
、
十
無
盡
院
に
て

一
校

五
教
章
上
卷
聞
書
上
自
一
乘
義
至

分
教
開
宗

123
20

明
暦
元
年

1655
明
暦
元
年

東
大
寺
四
聖
坊
で
円
智
の
御
講

談
の
時
、
書
写

五
教
章
上
卷
聞
書
下
自
乘
（
朱
補
）

⽛
教
⽜
開
合
至
施
設
異
相

123
19

明
暦
元
年

1655
明
暦
元
年

東
大
寺
四
聖
坊
で
御
本
を
永
辨

書
写
、
琳
弁
が
助
筆

五
教
章
上
卷
聞
書
下
自
乘
（
朱
補
）

⽛
教
⽜
開
合
至
施
設
異
相

123
21

東
大
寺
／
四
聖
坊
御
本
申
出
寫
之
了
／

花
厳
末
葉

永
辨

明
暦
元
年

1655
明
暦
元
年

東
大
寺
で
見
性
院
御
本
を
書
写
花
嚴
宗
論
義

123
22

明
暦
元
年

1655
明
暦
元
年

東
大
寺
金
珠
院
別
房
で
見
性
院

御
本
を
書
写

花
嚴
宗
論
義
講師

123
23

明
暦
元
年
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（
一
三
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江戸時代の高山寺僧⽛永辨⽜について（徳永）

1655
明
暦
元
年

東
大
寺
で
五
教
章
聴
聞
の
余
暇

に
書
写

華
嚴
新
撰
目
録
／
肝
要
抄

123
15

1656
明
暦
二
年

高
野
山
光
臺
院
に
て
書
写

一
念
成
佛
論
慈
覺
大
師
御
作

117
47

明
暦
二
年

1656
明
暦
二
年

高
野
山
光
臺
院
に
て
書
写

六
十
心
網
要

125
45

明
暦
二
年

1656
明
暦
二
年

高
野
山
光
臺
院
に
て
書
写

六
書
之
目

176
2

明
暦
二
年

1658
明
暦
四
年

修
正
後
夜
の
導
師
を
勤
め
、
善

財
院
の
本
を
書
写

高
山
寺
修
正
後
夜
導
師
作
法

197
69

（
奥
書
）
明
暦
四
年
正
月
七
日
修
正
後
／

夜
導
師

勤
仕
之
砌
書
寫
／
之
寫
本
善

財
院
古
本
也
／
華
嚴
宗
末
孫

沙
門
永

弁
／
三
十
二

江
戸
末
期

1659
万
治
二
年

仁
和
寺
尊
寿
院
に
て
書
写

金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌

61
50

萬
治
二
年
正
月
廿
五
日
於
于
尊
寿
院
／

寫
書
之
畢

悪
筆
憚
多
者
也
／
求
法
沙

門
永
辨

万
治
二
年

1659
万
治
二
年

菩
提
院
流
伝
受
の
時
、
一
覧
す
傳
受
記

91
17
1

安
土
桃
山
時
代

1659
万
治
二
年

宥
厳
よ
り
伝
受

菩
提
院
方
伝
授

第
三

95
24
1-2

江
戸
中
期

1659
万
治
二
年

顕
証
自
筆
本
を
書
写

印
法

110
185
4-4

江
戸
初
期

1660
万
治
三
年

顕
証
よ
り
伝
受
な
ら
び
に
書
写
兩
流
肝
秘
傳
受
記
并
菩
提
院
方
第

三
度
大
事

95
17

万
治
三
年

1660
万
治
三
年

閼
伽
井
坊
に
て
顕
証
自
筆
本
を

書
写

両
流
肝
秘
裏
書

95
24
2-3

万
治
三
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1660
万
治
三
年

宥
厳
よ
り
伝
受

最
極
秘
密
灌
頂
印

95
24
4-2
朱
點
（
ヲ
コ
ト
點
・
東
大
寺
三
論
宗
點
、

江
戸
初
期
）

万
治
三
年

1660
万
治
三
年

顕
証
師
御
奥
書
之
本
を
書
写

許
可

95
36
3

万
治
三
年

1660
万
治
三
年

十
無
盡
院
に
て
書
写

某
授
與
許
可
印
信
受
者
覺
經

110
87

万
治
三
年

1660
万
治
三
年

十
無
盡
院
に
て
石
水
院
経
蔵
本

を
書
写

多
聞
天
講
式

113
69

1661
万
治
四
年

顕
証
御
草
本
を
書
写

巻
數
用
意
抄

71
2

71
函
3
の
写
本

江
戸
中
期

1661
万
治
四
年

顕
証
御
草
本
を
書
写

巻
數
用
意
抄

71
3

万
治
四
年

1661
寛
文
元
年

勘
注

涅
槃
講
式
勘
注

48
12

寛
文
元
年
六
月
四
日
勘
注
之
了
／
沙
門

永
辨

江
戸
初
期

1661
寛
文
元
年

勘
注

如
來
遺
跡
講
式
勘
注

48
10

寛
文
元
年
六
月
廿
九
日
申
剋
勘
注
之
了
／

花
厳
宗
末
孫
永
辨

江
戸
初
期

1661
寛
文
元
年

勘
注

遺
跡
講
式
勘
注

48
13

寛
文
元
年
六
月
廿
九
日
申
剋
勘
注
了
／
花

厳
宗
末
子
永
辨

江
戸
初
期

1661
寛
文
元
年

勘
注

舎
利
講
式
勘
注

48
11

寛
文
元
年
閏
八
月
七
日
粗
／
勘
注
之
畢

江
戸
初
期

1661
寛
文
元
年

建
保
三
年
奥
書
高
弁
本
に
勘
注
涅
槃
講
式
勘
注

48
14

寛
文
元
年
六
月
四
日
勘
注
功
畢
／
花
厳

宗
末
子
沙
門
永
辨

江
戸
初
期
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一
五
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江戸時代の高山寺僧⽛永辨⽜について（徳永）

1661
寛
文
元
年

建
保
三
年
奥
書
高
弁
本
に
勘
注
如
來
遺
跡
講
式
註
栂
尾
二
月
十
五

日
中
夜
分

48
15

元
治
元
年
七
月
十
七
日
六
角
堂
能
満
院

大
願

江
戸
末
期

1662
寛
文
二
年

中
坊
経
蔵
本
を
書
写

華
嚴
一
乘
十
信
位
中
開
廓
心
境

佛
佛
道
同
佛
光
觀
法
門

123
39

寛
文
二
年

1663
寛
文
三
年

十
無
盡
院
南
面
で
安
井
流
伝
受

の
時
、
師
之
御
本
を
書
写

延
命
招
魂
作
法

第二部
378

ヲ
コ
ト
點
・
円
堂
點
（
朱
書
）⽛
一
校
之

了
⽜／
寛
文
三
癸
卯
年
於
十
無
盡
院
南
面

以
師
之
御
本
寫
取
之
了
沙
門
永
辨
于
時

安
井
流
伝
受
内
也

寛
文
三
年

1663
寛
文
三
年

賢
首
院
に
て
顕
証
よ
り
安
井
流

を
伝
受

顯
證
授
與
許
可
印
信
受
者
永
辨

110
16

（
端
裏
書
）⽛
安
井
御
流
⽜（
末
尾
）
右
寛

文
三
年
歳
次

癸
卯
二
月
廿
九
日
戊
辰
婁
宿

土
曜
於
賢

首
院
道
場
奉
對
師
主
大
阿
闍
梨
顕
証
受

印
可
畢
安
井
末
流
弟
子
永
辨

寬
文
三
年

1663
寛
文
三
年

仁
和
寺
尊
寿
院
に
て
両
部
印
可

を
顕
証
よ
り
伝
受

顯
證
授
與
許
可
印
信
受
者
永
辨

110
18
2
（
巻
首
）⽛
傳
燈
大
法
師
位
永
辨
／
授
印

可
⽜（
末
尾
）
右
於
城
州
仁
和
寺
尊
寿
院

道
場
／
授
両
部
印
可
畢
／
寛
文
三
年
癸卯

五
月
十
三
日
／
大
阿
闍
梨
顕
証

寬
文
三
年

1663
寛
文
三
年

宥
厳
一
周
忌
の
供
養
に
永
辨
書

写

後
に
顕
証
が
開
題
供
養

（
題
未
詳
）

166
26

寛
文
三
年

1663
寛
文
三
年

仁
和
寺
尊
寿
院
に
て
伝
受

愚
行
傳
受
記

110
149

江
戸
中
期

1663
寛
文
三
年

顕
証
よ
り
伝
受

顕
証
授
與
許
可
印
信

110
91
2

寛
文
三
年

1664
寛
文
四
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

祈
願
集

87
113

寛
文
四
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
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の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1665
寛
文
五
年

石
水
院
経
蔵
本
の
四
本
を
顕
証

が
校
合
、
そ
の
後
摩
尼
殿
に
て

伝
受

華
嚴
入
法
界
四
十
二
字
觀
門

123
38

寛
文
五
年

1665
寛
文
五
年

栂
尾
山
摩
尼
殿
に
て
顕
証
よ
り

伝
授
、
後
日
書
写

華
嚴
經
心
陁
羅
尼

62
125

文
化
十
二
年

1665
寛
文
五
年

虫
払
い
の
時
、
高
山
寺
閼
伽
井

房
に
て
書
写

觀
智
記
上
中
下

118
65

寬
文
五
年

1666
寛
文
六
年

虫
払
い
の
時
雑
之
箱
か
ら
取
り

出
し
書
写

華
嚴
佛
光
觀
聞
書

123
14

（
奥
書
）
寛
文
六
年
六
月
廿
八
日
虫
払
之

／
次
自
雑
之
箱
取
出
之
了
／
大
切
之
聞

書
故
雖
少
々
不
／
足
寫
書
之
了
／
花
厳

宗
永
辨

寛
文
六
年

1666
寛
文
六
年

石
水
院
御
本
を
書
写

華
嚴
宗
種
性
義
抄

123
41

慧
友
に
よ
る
奥
書
写
し

弘
化
三
年

1668
寛
文
八
年

十
無
盡
院
に
お
い
て
石
水
院
経

蔵
本
書
写

一
切
經
律
論
等
發
題
一
首

136
6

寛
文
八
年

1669
寛
文
九
年

南
勝
院
實
賀
自
筆
本
を
書
写

初
後
夜

95
32

1669
寛
文
九
年

古
本
を
書
写

三
重
塔
蟲
供
養
請
定

寛
文
三
年
十
月

日

309
11

（
紙
背
）⽛
右
之
記
録
永
正
十
四
年
所
記

歟
⽜⽛
寛
文
九
己

酉
年
二
月
／
三
日
以
惣

寺
古
本
寫
書
之
了
／
沙
門
永
辨
⽜

江
戸
初
期
筆

1669
寛
文
九
年

或
人
の
本
を
書
写

華
嚴
心
要

123
37

寛
文
九
年
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江戸時代の高山寺僧⽛永辨⽜について（徳永）

1669
寛
文
九
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

梅
尾
説
戒
日
記

48
8

寛
文
九
年
己
酉
七
月
九
日
以
石
水
院
経

蔵
／
之
本
寫
之
了

沙
門
永
辨

寛
文
九
年

1669
寛
文
九
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

華
嚴
入
法
界
四
十
二
字
輪
瑜
伽

法
（
外
題
）

129
10

寛
文
九
年

1670
寛
文
十
年

永
辨
御
房
の
本
を
琳
弁
が
書
写
花
嚴
佛
光
三
昧
觀
冥
感
傳

119
26

寬
文
十
年

1670
寛
文
十
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

續
華
嚴
略
疏
刊
定
記
卷
第
四

119
30

寬
文
十
年

1670
寛
文
十
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

華
嚴
經
探
玄
記
卷
第
四

119
28

寬
文
十
年

1670
寛
文
十
年

石
水
院
経
蔵
の
喜
海
自
筆
本
を

書
写

華
嚴
淸
涼
國
師
禮
讃
文
并
叙

119
15

寬
文
十
年

1670
寛
文
十
年

明
恵
上
人
自
筆
本
を
書
写

禪
法
要
解
卷
上
・
下

136
20
2

寬
文
十
年

1671
寛
文
十
一
年

寛
文
十
一
年
（
存
疑
）、
琳
弁
が

永
辨
に
対
し
て
重
校
し
奉
じ
る
sㅡamㅡ
ca
要
秘
鈔

第
八

66
55

亥
正
月
十
四
日
朱
點
了
同
令
一
校
之
／

同
十
六
日
對
永
辨
奉
重
校
了
琳弁

江
戸
中
期

1671
寛
文
十
一
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

常
修
佛
光
觀
略
次
第

48
17

寛
文
十
一
年
林
鐘
廿

／
以
石
水
院

経
蔵
本
寫
之

／
永
辨
之
（
綴
目
）
寛
文

十
一
年
六
月
廿
四
日
虫
払

／
砌
以
石

水
院
経
蔵
本
寫
之
／
永
辨
之

寛
文
十
一
年

1672
寛
文
十
二
年

勝
恵
房
の
誂
え
に
依
り
て
書
写
聖
天
供
次
第
私

82
159

寛
文
十
二
年

1672
寛
文
十
二
年

安
井
大
僧
正
の
自
筆
本
を
書
写
線
索
抄

68
21

同
（
寛
文
十
二
）
年
五
月
五
日
以
件
御
自

筆
寫
書
之
／
了
／
沙
門
永
辨

寛
文
十
二
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1672
寛
文
十
二
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

略
付
法
傳
口
筆
巻
上

112
45
1

寬
文
十
二
年

1672
寛
文
十
二
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

略
付
法
傳
口
筆
巻
下

112
45
2

寬
文
十
二
年

1673
寛
文
十
三
年

石
水
院
御
本
を
書
写

天
主
光
天
女

197
23

（
奥
書
）
于
時
寛
文
十
三
年
七
月
／
六
日

以
石
水
院
御
本
寫
之
／
了
／
沙
門
永
弁

寛
文
十
三
年

1673
寛
文
十
三
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

表
白

83
70

寛
文
十
三
年

1673
寛
文
十
三
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

涅
槃
講
表
白

197
64

（
本
奥
書
）
寛
文
十
三
年
七
月
一
日
以
石

水
院
／
經
藏
之
本
寫
之
了
／
花
嚴
宗
沙

門
永
弁

弘
化
三
年

1673
寛
文
十
三
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

正
月
十
九
日
講
經

197
22

（
奥
書
）
寛
文
十
三
年
七
月
四
日
／
以
石

水
院
經
藏
之
本
奧
／
不
足
也
定
經
可
有

之
間
／
後
見
出
可
書
補
者
也
／
大
切
之

本
／
沙
門
永
弁
（
追
記
）
此
講
經
等
ハ
東

十
八
箱
有
之
／
但
目
録
之
外
去
々
散
在

余
／
箱
可
有
之
間
蟲
拭
之
次
可
相
／
尋

者
也

佛
子
永
弁

寛
文
十
三
年

1673
寛
文
十
三
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

知
識
讃
嘆

197
24

（
奥
書
）
寛
文
十
三
年
七
月
九
日
以
／
石

水
院
經
藏
之
本
寫
之
了
／
花
嚴
宗
沙
門

永
辨

寛
文
十
三
年

1673
延
宝
元
年

賢
首
院
本
を
書
写

華
嚴
經
文
義
綱
目

123
13

延
宝
元
年
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1674
延
宝
二
年

善
財
院
虫
供
養
の
砌
、
書
写

虫
供
養
表
白

87
105

延
宝
二
年

1675
延
宝
三
年

石
水
院
経
蔵
の
定
真
自
筆
本
を

書
写

明
恵
上
人
病
中
並
夜
作
法

159
7

永
辨
五
十
才

嘉
永
七
年

1678
延
宝
六
年

賢
首
院
に
て
中
坊
経
蔵
本
を
書

写

修
禪
要
決
全

125
40

延
宝
六
年

1679
延
宝
七
年

石
水
院
東
第
八
箱
定
真
自
筆
本

を
書
写

（
勸
内
下
）

99
18

此
一
巻
石
水
院
東
第
八
箱
有
之
定
真
之

御
自
筆
也
以
件
本
写
書
之
沙
門
永
辨

延
宝
七
年

1680
延
宝
八
年

書
写

仏
生
会
講
式

113
9

延
宝
八
年

1680
延
宝
八
年

賢
首
院
板
本
を
書
写

十
六
羅
漢
識
見
頌
抜
書

113
77

1680
延
宝
八
年

寶
性
院
の
本
を
書
写

毎
月
善
知
識
供
式

高
山
寺

168
11

延
宝
八
年

1681
延
宝
九
年

高
山
寺
閼
伽
井
坊
に
て
華
厳
宗

沙
門
永
辨

書
写

五
十
五
善
知
識
講
式

48
5

延
宝
九
年
辛
酉
正
月
十
日
於
高
山
寺
閼

伽
井
坊
／
書
写

華
厳
宗
沙
門
永
辨

延
宝
四
年

1681
延
宝
九
年

書
写

高
山
寺
修
正
後
夜
導
師
作
法

197
66

江
戸
中
期

1682
天
和
二
年

校
了

（
演
藏
鈔
目
録
）

137
15
20
天
和
二
年
校
之
了

永
辨

天
和
二
年

1682
天
和
二
年

石
水
院
経
蔵
本
を
書
写

華
嚴
宗
所
立
五
教
十
宗
大
意
略

抄

123
30

天
和
二
年
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

1682
天
和
二
年

東
大
寺
で
五
教
章
聴
聞
の
余
暇

に
琳
弁
が
借
り
出
し
書
写
し
、

さ
ら
に
永
辨
書
写

五
教
章
上
卷
聞
書
上
自
一
乘
義
至

分
教
開
宗

123
18

天
和
二
年

1683
天
和
三
年

中
坊
経
蔵
の
顕
証
自
筆
本
を
書

写

光
明
眞
言
句
義
釋
鈔

118
47

天
和
三
年

1684
貞
享
元
年

中
坊
経
蔵
の
本
を
書
写

光
言
句
義
釋
聽
集
記
卷
下

118
50

貞
享
元
年

1684
貞
享
元
年

中
坊
経
蔵
の
本
を
書
写

光
言
句
義
釋
聽
集
記
卷
上

118
49

貞
享
元
年

1685
貞
享
二
年

虫
供
養
の
時
書
写

表
白

87
106

貞
享
二
年

1685
貞
享
二
年

明
恵
上
人
の
⽛
学
問
印
信
⽜
掛

板
を
複
製

⽛
学
問
印
信
⽜
掛
板
（
複
製
）

掛
板
作
成

貞
享
二
年

1688
貞
享
五
年

書
写

四
座
式
音
義
明
悟
上
人

113
76

貞
享
五
年

1689
元
禄
二
年

書
写

華
嚴
五
十
要
問
答
後
卷

123
11

元
禄
二
年
八
月
十
四
日
写
書
之
不
恥
悪

筆
拭
老
眼

沙
門
永
辨

六
十
四
歳

元
禄
二
年

1694
元
禄
七
年

道
練
本
を
借
用
し
書
写

五
蘊
觀
并
聞
書

125
33

元
禄
七
年
六
月
令
借
用
件
道
練
本
写
書

之
了

十
無
盡
院
沙
門
永
辨
六
十
九
歳

元
禄
七
年
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（
二
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以
下
、
年
次
未
詳
に
つ
き
、
書
写
奥
書
の
順
に
配
列

西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

年
次
未
詳

所
持

（
無
題
作
法
）

155
1

（
表
紙
）
高
山
寺
／
地
蔵
院

（
表
紙
見
返
）
永
辨

室
町
初
期

年
次
未
詳

所
持

法
流
大
底

112
6

（
裏
表
紙
）
永
辨
／
新
寫
之
本
／
十
無
盡

院
聖
教
ニ
有
之
／
分
明
見
安
也

室
町
初
期

年
次
未
詳

所
持

普
賢
法

111
117

外
題
下
⽛
永
辨
之
⽜

室
町
末
期

年
次
未
詳

所
持

番
心
五

包
紙

110
80
1
（
表
書
）
番
心
五
永
辨
上
人

江
戸
初
期

年
次
未
詳

寛
永
元
年
、
菊
師
よ
り
顕
証
が

伝
受
さ
れ
、
こ
の
年
以
降
、
永

辨
加
筆

番
心
五

永
辨
血
脈

110
80
2

真
空
上
人
已
下
血
脈
不
載
之
後
世
相
承

迷
之
歟
／
依
之
愚
僧
別
紙
書
之
番
心
五
一

枚
之
内
籠
之
／
印
玄
上
人
記
并
奝
怡
法

印
記
相
承
次
第
以
寫
之
／
于
時
寛
永
元

年
八
月
十
日
對
菊
師
伝
受
之
後
記
之
／

下
資
顕
証
／
東
禅
院
／
理
覚
房
心
蓮

江
戸
初
期

年
次
未
詳

寛
永
元
年
、
印
玄
上
人
本
を
顕

証
が
書
写
し
、
こ
の
年
以
降
顕

証
本
を
書
写

第
九
大
事
記
印
玄
上
人

110
83
3

江
戸
初
期

年
次
未
詳

寛
永
元
年
、
行
乗
本
を
顕
証
が

書
写
し
、
こ
の
年
以
降
顕
証
本

書
写

第
九
大
事

小
嶋
大
事
當
流
相
承
由
來
行
乘

法
印
所
注

110
83
4

江
戸
初
期

年
次
未
詳

顕
証
本
を
書
写

第
九
大
事
記

顯
證
上
人

110
83
2
こ
れ
以
降
に
顕
証
本
を
書
写

江
戸
初
期
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西暦

和
暦

活

動

事

項

（
書
写
・
伝
受
・
そ
の
他
）

資
料
名

函
番号
子番号

備
考
（
奥
書
・
そ
の
他
特
記
事
項
）

書
写
年
代

年
次
未
詳

所
持

菩
提
院
流
傳
受
記

95
16

（
表
紙
）
永
辨
之

江
戸
初
期

年
次
未
詳

永
辨
に
至
る
血
脈

（
印
可
作
法
及
血
脈
）

137
18
1
大
日
よ
り
永
辨
に
至
る
血
脈
あ
り

江
戸
初
期

年
次
未
詳

中
坊
の
本
を
書
写

法
則
集

197
30

（
奥
書
）（
朱
書
）⽛
此
聲
明
集
先
師
隆
弁

上
人
御
筆
也
⽜
以
中
坊
三
卷
之
法
則
寫

取
之
仍
爲
正
本
者
也
／
沙
門
詠
弁

江
戸
初
期

年
次
未
詳

書
写
カ

佛
光
三
昧
觀
異
本

123
42

（
表
紙
）
永
辨

私
抜
出
之

江
戸
初
期

年
次
未
詳

所
持

華
嚴
善
知
識
禮
文

119
43

江
戸
初
期

年
次
未
詳

宥
厳
よ
り
許
可
印
信
を
授
与

宥
嚴
授
與
許
可
印
信
受
者
永
辨

110
185
2-7
印
信
・
目
録
等
一
括

江
戸
初
期

年
次
未
詳

書
写

尊
勝
院
律
師
快
禪
許
可
事

110
150

（
奥
書
）
永
辨
書
之

江
戸
中
期

年
次
未
詳

所
持

大
方
廣
佛
華
嚴
經
卷
第
五
十
二
155
7

永
辨
阿
闍
梨
平
常
為
持
経
所
書
也

江
戸
中
期

年
次
未
詳

所
持

大
方
廣
佛
華
嚴
經
十
無
盡
藏
品
155
8

永
辨
自
筆
か

江
戸
中
期

年
次
未
詳

所
持

覺

155
43

先
師
永
辨
闍
梨
行
用
次
第
／
可
秘
帳
中

（
表
面
）
一
鳥
羽
繪

重
筥
入
／
四
軸

江
戸
中
期

年
次
未
詳

書
写

梵
網
經
古
述
記
聴
聞
備
忘
記

137
15
19
（
奥
書
）
古
述
聴
聞
初
為
廃
／
忘
記
之

沙
門
永
辨

江
戸
末
期
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年
次
未
詳

所
持

善
知
識
供
式

113
52
1
上
人
手
沢

年
次
未
詳

所
持

御
影
供
祭
文

113
40

上
人
手
沢

年
次
未
詳

所
持

菩
提
院
方
伝
受

包
紙

95
24
1-1
（
表
書
）
永
辨

年
次
未
詳

涅
槃
会
表
白
を
書
写

涅
槃
會
表
白
包
紙

177
87

（
表
書
）⽛
涅
槃
会
表
白
⽜⽛
永
辨
上
人
筆

跡
也
⽜⽛
十
無
盡
院
⽜

年
次
未
詳

顕
証
か
ら
伝
受

愚
行
傳
受
日
記
包
紙

177
97

（
表
書
）
永
辨

四
右
の
年
表
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
掲
げ
て
お
く
。

⚑
、
永
辨
は
寛
永
三
年
（
1626
）
に
生
ま
れ
、
没
年
は
未
詳
で
あ
る

が
、
記
録
と
し
て
は
、
元
禄
七
年
（
1694
）⽛
五
蘊
観
并
聞
書
⽜
を
書

写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
永
辨
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の

記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。⽛
華
嚴
五
十
要
問
答
後
卷
⽜
の
奥
書
に

⽛
元
禄
二
年
八
月
十
四
日
写
書
之
不
恥
悪
筆
拭
老
眼

沙
門
永
辨

六
十
四
歳
⽜
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
七
年
以
後
没
し
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。

永
辨
の
活
動
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
聖
教
の
書
写
で
、
少
な

く
と
も
一
〇
〇
回
に
及
ん
で
い
る
。
最
も
早
い
の
は
、
寛
永
九
年

（
1632
）
の
奥
書
を
有
す
る
⽛
高
山
寺
涅
槃
會
法
式
⽜（
133
函
⚓
）
で

あ
る
が
、
当
時
永
辨
は
わ
ず
か
六
歳
で
あ
り
、
疑
念
な
し
と
し
な

い
。
そ
の
次
に
書
写
が
確
認
で
き
る
の
は
、
寛
永
二
十
年
（
1643
）

の
⽛
大
樂
金
剛
不
空
眞
實
三
摩
耶
經
般
若
波
羅
密
多
理
趣
品
⽜（
36

函
⚕
）
で
永
辨
十
八
歳
の
時
で
あ
っ
て
、
十
二
年
の
開
き
が
あ
る
。

書
写
の
初
例
に
関
し
て
は
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

次
に
多
い
の
は
、
伝
受
に
関
す
る
も
の
で
、
宥
厳
か
ら
延
べ
十

回
（
印
信
授
与
も
含
む
）、
顕
証
か
ら
八
回
、
不
明
三
回
の
記
録
が

あ
る
。
最
も
早
い
伝
受
は
、
正
保
四
年
（
1647
）
宥
厳
よ
り
⽛
持
戒
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清
浄
印
信
⽜
を
伝
受
さ
れ
た
と
き
で
、
永
辨
二
十
二
歳
の
時
で
あ

る
。
そ
の
三
年
後
に
は
、
同
じ
く
宥
厳
か
ら
両
部
灌
頂
、
さ
ら
に

伝
法
院
流
も
伝
受
さ
れ
て
い
る
。
顕
証
か
ら
の
伝
受
は
そ
れ
よ
り

遅
れ
、
寛
文
三
年
（
1663
）
に
東
密
の
安
井
流
、
さ
ら
に
同
年
両
部

印
可
を
受
け
て
い
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
、
永
辨
は

初
め
宥
厳
か
ら
、
後
に
顕
証
か
ら
も
伝
受
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
逆
に
、
永
辨
か
ら
の
伝
授
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
確
認
で
き
る
記
録
が
見
ら
れ
な
い
。
筆
者
が
以
前
検
討
し
た

⽛
持
戒
清
浄
印
信
⽜
を
巡
る
受
容
に
関
し
て
も
、
永
辨
か
ら
他
の
僧

侶
に
対
す
る
印
信
の
授
与
は
、
文
化
五
年
（
1808
）
慧
友
の
奥
書
を

有
す
る
⽛
持
戒
清
浄
印
信
⽜（
157
函
33
-8
）
一
通
に
あ
る
血
脈
に
、

宥
厳
僧
正

永
辨

詮
弁○

宥
弁

（
以
下
略
）

顕
証

と
あ
る
だ
け
で
、
永
辨
が
直
接
詮
弁
に
伝
授
し
た
と
い
う
資
料
は

見
ら
れ
な
い
（
注
九
）。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
槙
尾
、
東
大
寺
の
講
義
に
参
加
し
た

り
、
求
聞
持
法
を
修
す
る
、
校
合
・
勘
注
を
加
え
る
な
ど
や
、
導

師
を
努
め
る
な
ど
の
履
歴
が
知
ら
れ
る
。

⚒
、
次
に
、
永
辨
の
活
動
範
囲
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
永
辨
は
十

無
盡
院
十
六
世
で
あ
る
の
で
、
当
然
⽛
十
無
盡
院
⽜
あ
る
い
は
⽛
閼

伽
井
坊
⽜
に
お
け
る
活
動
が
大
半
で
あ
る
。
そ
の
他
、
高
山
寺
内

の
僧
房
と
し
て
は
、
賢
首
院
が
二
回
、
中
坊
（
観
海
院
）
が
一
回

登
場
す
る
。
寺
外
に
お
い
て
は
、
仁
和
寺
（
七
回
）、
東
大
寺
（
五

回
）、
高
野
山
（
三
回
）
と
な
っ
て
お
り
、
意
外
に
活
動
範
囲
が
広

い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仁
和
寺
、
高
野
山
で
は
真

言
宗
関
係
の
書
写
を
、
東
大
寺
に
お
い
て
は
華
厳
宗
関
係
典
籍
の

書
写
や
五
教
章
の
聴
聞
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
永
辨

は
明
恵
上
人
と
同
様
、
華
厳
・
真
言
兼
学
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⚓
、
書
写
を
行
っ
た
底
本
に
つ
い
て
見
る
に
、
寺
内
石
水
院
経
蔵

本
を
書
写
す
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
中
坊
（
観
海
院
）
本
も

次
い
で
多
い
。
そ
の
他
寺
内
僧
房
名
を
見
る
に
、
善
財
院
、
賢
首

院
が
あ
る
。
寺
外
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、師
で
あ
る
顕
証
本（
法

住
庵
も
含
む
）
が
十
八
回
と
多
数
を
占
め
る
（
注
十
）。
し
か
し
な
が
ら
、

永
辨
最
初
の
師
と
目
さ
れ
る
宥
厳
の
本
を
書
写
し
た
と
い
う
記
録

が
見
ら
れ
な
い
の
は
注
目
さ
れ
る
。
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ほ
か
に
、
高
山
寺
草
創
期
の
明
恵
上
人
、
義
林
房
喜
海
、
空
達

房
定
真
の
自
筆
本
を
書
写
し
た
と
い
う
記
録
も
み
ら
れ
る
。

⚔
、
永
辨
の
書
写
し
た
資
料
に
は
ヲ
コ
ト
点
が
加
点
さ
れ
た
聖
教

が
あ
る
。
ま
ず
、
寛
永
二
十
一
年
（
1644
）
に
⽛
金
剛
界
次
第
⽜
を

書
写
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
円
堂
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
永

辨
に
よ
る
書
写
・
加
点
の
初
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
潅
頂
加
行
の
時
に
観
海
院
本
を
書
写
し
た

の
が
現
存
本
で
あ
る
と
い
う
。
円
堂
点
は
主
に
仁
和
寺
に
お
い
て

用
い
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
で
あ
り
、
潅
頂
と
い
う
の
も
仁
和
寺
の
宥

厳
と
の
関
わ
り
も
想
起
さ
れ
る
。
円
堂
点
の
加
点
資
料
は
他
に
三

点
が
あ
り
、
主
に
永
辨
二
十
代
の
頃
で
あ
る
。

他
に
、
東
大
寺
三
論
宗
点
の
加
点
資
料
が
一
点
現
存
す
る
。
万

治
三
年
（
1660
）
宥
厳
よ
り
伝
授
さ
れ
た
⽛
最
極
秘
密
灌
頂
印
⽜
一

通
に
、
朱
点
の
東
大
寺
三
論
宗
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
真
言
宗

菩
提
院
流
の
伝
授
で
あ
り
、
あ
る
い
は
宥
厳
に
よ
る
加
点
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
永
辨
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い
と
も
見
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
築
島
裕
氏
は
、
こ
の
ヲ
コ
ト
点
の
使
用

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
（
注
十
一
）
る
。

東
大
寺
点
は
、
東
大
寺
、
醍
醐
寺
、
石
山
寺
、
高
野
山
、
勧
修

寺
の
各
寺
に
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院

で
加
点
さ
れ
た
聖
教
類
は
何
れ
も
真
言
系
統
の
密
教
関
係
の
経
典

儀
軌
類
で
あ
つ
て
、
東
大
寺
点
が
真
言
宗
の
中
に
広
く
行
は
れ
て

ゐ
た
こ
と
が
明
で
あ
る
が
、真
言
宗
の
中
で
も
聖
寶
の
流
を
引
く
、

所
謂
小
野
流
の
系
列
の
中
で
多
く
行
は
れ
た
こ
と
が
顕
著
で
あ

る
。

（
築
島
1996
、
ｐ
467
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
の
宥
厳
が
東
大
寺
三
論
宗
点
を
使
用

し
て
い
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
く
、
高
山
寺
に
お
い
て
も
、

主
に
理
明
房
興
然
の
流
れ
を
引
く
ヲ
コ
ト
点
と
し
て
広
く
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

（
注
十
二
）。

以
上
、
永
辨
に
関
す
る
事
績
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
履
歴
の
概

略
を
高
山
寺
内
に
現
存
す
る
記
録
か
ら
辿
っ
て
み
た
。
今
後
、
寺

内
の
広
範
な
活
動
内
容
と
照
合
し
た
調
査
検
討
を
続
け
て
行
き
た

い
。
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注

一
、
徳
永
良
次
⽛
高
山
寺
諸
院
代
々
一
覧
⽜、
平
成
十
九
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
⽛
研
究
報
告
論
集
⽜、
2008
年

二
、⽝
古
寺
巡
礼

京
都
15

高
山
寺
⽞、
井
上
靖
／
葉
上
照
澄
、
淡
交
社
、
1977
年

三
、
注
一
に
同
じ
。

四
、⽝
密
教
大
事
典
⽞、
法
蔵
館
、⽛
覚
深
⽜⽛
顕
証
⽜
の
項

五
、⽝
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
⽞、
東
京
大
学
出
版
会
、
1980
年

六
、⽛
現
代
密
教
⽜
第
27
号
、
総
本
山
智
積
院
、
2017
年

七
、
徳
永
良
次
⽛
高
山
寺
に
お
け
る
方
便
智
院
聖
教
に
つ
い
て

定
量
分
析
の
試
み
⽜、⽛
訓
点
語
と
訓
点
資
料
⽜
第
一
二
七
輯
、
訓
点
語
学
会
、
2011
年

八
、
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
⽝
年
報

新
人
文
学
⽞
第
七
号
、
2010
年

九
、
注
八
に
同
じ
。
ｐ
114
。

十
、
た
だ
し
、
顕
証
本
で
あ
っ
て
も
、
高
山
寺
経
蔵
の
蔵
書
で
あ
る
聖
教
を
書
写
し
て
い
る
事
が
多
い
。

十
一
、
築
島
裕
⽝
平
安
時
代
訓
点
本
論
考

研
究
篇
⽞、
汲
古
書
院
、
1996
年

十
二
、
宮
澤
俊
雅
⽛
高
山
寺
に
於
け
る
理
明
房
興
然
流
口
決
の
訓
点
の
相
承
に
つ
い
て
⽜（⽛
訓
点
語
と
訓
点
資
料
⽜
第
九
五
輯
、
訓
点
語
学
会
、
1995
年
）

付
記

本
稿
は
、
平
成
28
年
度

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
（
一
般
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


